
■第５期牛深地区振興計画

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

第1次産業

第2次産業

第3次産業

総世帯数

高齢単身者

地域づくり団体 区長会、婦人会ほか

地区のいいところ・自慢できるところ

三方を海に囲まれ、海の透明度が高く、変化にとんだ自然から国立公園に指定されている/海水浴場が２か所（砂月・茂
串）あり非常に賑わっている/天草夕陽八景に牛深地区で２ヶ所選定されている/全国的にも有名な郷土芸能である牛深
ハイヤがある/牛深八幡宮の祭りなど伝統行事がある/人情が豊かである/新鮮でおいしい魚介類など食が豊富である/
食べ物がおいしく住みやすい/牛深ハイヤ大橋があり、観光スポットにもなっている/藍より青い海/牛深SUMMERランタン
フェスティバル/

地区が抱える課題・困っていること

雇用の場の減少/担い手の不足/熊本市内から片道３時間も要するなど交通アクセスが悪い/少子高齢化/過疎化/若年
層の人口減少/若年層の町外、市外への流出/高齢化による避難場所の管理や草刈り等難しくなっている/

文化財・史跡

龍仙島（片島）、サソリモドキ、牛深ハイヤ節・獅子舞い、牛深おはら、平野成政碑、元下
須遺跡より出土の土器石器類、木杯、遠見山中番所跡、官軍墓地 、烏帽子坑跡、御用
井戸、牛深鰹流れ舟慰霊碑、宇良田タダ女史碑、台場、発電所跡、踏絵寺（弥念寺）、
五足の靴文学道

その他地域資源
牛深ハイヤ大橋、うしぶか公園、茂串海水浴場、せどわ、砂月海水浴場、小森海岸の夕
陽、遠見山（すいせん公園）、鶴葉山公園、長良記念館、牛深海彩館資料展示室、十五
夜綱引き、加藤神社、観音堂、牛深八幡宮

地域伝統芸能 牛深ハイヤ、牛深ハイヤ祭り、牛深磯節、牛深八幡宮秋季例祭

学校 牛深小学校、牛深中学校

2,692

2,961

高齢化率（％） 47.7

就業人口（人）

428

615

1,785

世帯数（世帯）
3,054

834

行政区数（区） 14

地区振興会名 牛深地区振興会

地区の概要(R2国勢調査参考)

面積（㎢） 16.2

人口（人）

6,208

548

（桜木展望所からの牛深地区の風景）
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■第５期牛深地区振興計画 地区振興会名 牛深地区振興会

【 H 】
総務・企画

・地区振興会の担い手不足がある。
・活動状況報告や事業への参加募集などのため
に広報誌を発行している。
・事業活動の充実や役員の資質向上を図るた
め、視察研修を実施している。

○地域で知恵を出し合えるまちづくり
・活動状況報告や事業参加募集などを行うため広報
誌を発行する。
・役員の資質向上を図るため、視察研修を実施す
る。

【 F 】
生活環境

・
防犯防災

・振興会や自主防災組織において、避難訓練や
炊き出し訓練、救命講習などの訓練を実施して
いる。
・災害などに備えるために、各地区の自治公民
館などに消火器やＡＥＤを設置し、配置マップを
作成して全世帯へ配布した。
・景観整備のため花壇等への植栽を行った。
・ドローンを活用して災害時などに活躍できる人
材の育成を行っている。

○災害や犯罪のない明るいまちづくり
・災害に備え、避難訓練などを実施する。
・景観整備のため、花壇等への植栽を実施する。
・資格などを取得し、災害時などにドローンを活用し
て活躍できる人材を育成する。

【 D 】
教育

・子どもと地域の高齢者との交流活動を行ってい
る。
・遊休地の利活用も兼ねてジャガイモの作付けを
行う中で、学校等と連携し、自然体験活動を通じ
て子どもたちの「生きる力」の育成に取り組んで
いる。

○地域ぐるみでの青少年の健全育成を行うまちづく
り
・青少年の健全育成や総合学習につながる事業や
地域の人との交流活動を学校等と連携しながら実施
する。

【 E 】
保健・医療

・福祉

・高齢者の長寿を祝うため、敬老会を開催してい
る。
・体を動かす機会を創出し、健康増進につなげる
ため、うしぶか地域健康祭を開催している。

○健康で生きがいを持って生活することができるまち
づくり
・子どもから高齢者までが参加できる事業を実施す
る。
・高齢者の長寿を祝うため、敬老会を実施する。

【 B 】
観光

・
文化

・牛深ハイヤや磯節などの伝統芸能の継承が危
ぶまれているため、地方の育成を行っている。
・地域の魅力を理解してもらうため、牛深ハイヤ
や伝統文化を活用したイベントの実施、また、茅
の輪、イルミネーションを活用した賑わいの創出
に取組んでいる。

○牛深ハイヤや地域の史跡などの地域資源を活用
したまちづくり
・郷土芸能である牛深ハイヤを活用した事業を実施
する。
・地域の史跡や案内看板を保全する。
・名所や街並みを各種照明で華やかに浮かびあげて
集客を図る。
・茅の輪を設置して地域の伝統文化との連携を図
る。

【 C 】
地域
振興

・地域住民手作りによる演芸祭などのイベントを
開催している。
・地域のふれあいを大切にする心を育み、地域
の一体感を図るため、子供たちと高齢者の交流
（グラウンドゴルフ大会）を開催している。

○地域住民手作りによるふれあいを大切するまちづ
くり
・住民手作りによる事業を実施する。
・多くの地区住民が参加できる事業を実施する。

分野別 現状・課題・特徴・方向性等 基本方針

◇分野別に考えられる地区の現状や課題、特徴及び今後の方向性等と、課題の解決や特徴を伸ばすための基本方針

◇◆◇ まちづくりの目標 ◇◆◇

テ
ー
マ

地域住民の誰もが「にぎわい」を実感できるまちづくり

考
え
方

地域住民同士のふれあいや郷土の歴史・文化を大切にし、誰もが「にぎわい」を実感できるまちづくりに
取り組みます。また、牛深ハイヤ等を活かして交流人口の増加を図り、会員自らが関わることで「シビッ
クプライド」の醸成に取り組みます。
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牛深地区振興計画　行動計画
①引き続き実施する事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

Ｂ
郷土芸能振興事業
座・ハイヤ

振興会

Ｂ
郷土芸能振興事業
牛深ハイヤ交流事業

振興会

Ｂ
郷土芸能振興事業
牛深ハイヤ太鼓

振興会

Ｂ
牛深遺産発掘活用事
業

振興会

Ｃ
文化事業　やって
みゅーかい演芸祭

振興会

Ｄ
ふれあいグラウンド
ゴルフ大会

振興会

Ｄ
町民文化・スポーツ
交流事業

振興会

Ｄ
遊休地利活用実証事
業

振興会

Ｅ 敬老会 振興会

Ｅ うしぶか地域健康祭 振興会

Ｆ 環境保全事業 振興会

Ｆ 花いっぱい運動 振興会

Ｆ 防災防犯活動 振興会

Ｆ
ドローンを活用した情
報発信と地域活性化

振興会

Ｈ 広報誌「いおメール」 振興会

Ｈ 先進地視察研修 振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

地区振興会の活動状況や事業への参加募集な
どの内容を掲載し、情報発信を行う。

年１回発行

地区振興会役員が、県内外の先駆的活動や地
域に根付いた活動を展開している地域づくり団
体等を訪れ研修を受けることで、振興会活動の
充実や役員の資質向上を図る。

視察参加者数１５名
以上

花木の植栽により景観を整備し、地域住民は元
より観光客へのイメージアップを図るため、庁内
の花壇への植栽を行う。

年１回植栽の実施

振興会や自主防災組織単位で避難訓練などの
訓練を実施し、防災意識の向上を図る。また、
子供が危険を感じた時に避難できる場所の設
置とその場所が分かるように掲示するシールを
作成する。

年１回避難訓練など
の防災訓練の実施

ドローンを活用して災害時や観光・文化などで
活躍できる人材の育成を図る。

年２回以上の講習会
等を実施

75歳以上を対象に、3会場において、式典やアト
ラクションなどの敬老会を開催する。

年１回開催する

毎年10月第1日曜日に、地域住民の健康増進
に寄与することや、幼児から大人までが一堂に
会することで親睦や地区の連帯感を深めること
を目的に、健康祭を開催する。

参加者数５００名以
上

各地区において、除草作業や海岸清掃などの
環境美化活動を行う。また、ホウ酸団子の作成
を行い配布を行う。

各地区年１回実施

顔を合わせる機会が少ない小中学生と高齢者
の交流の場を作り、地域のふれあいを大切にす
る心を育み、地域の一体化を図ることを目的に
グラウンドゴルフ大会を開催する。

高齢者２００名以上
の参加

地域の文化・体育振興及び青少年の健全育成
に寄与することを目的に、各種イベント、大会等
への支援を行う。

各種イベント、大会等
へ支援の実施

遊休地の利活用を行う中で地域住民や小学校
等との交流活動を行い、シビックプライドの醸成
促進を図る。

地域の交流活動を１
回以上

地域のイベントなどに出演し、地域を盛り上げ
る。

週１回練習の実施
イベントなどへの出
演

牛深地区の隠れた史跡などを紹介する看板を
設置しており、その看板を活用してウォーキン
グイベントを開催する。また、茅の輪を設置して
地域の伝統文化との連携を図り、加えて、牛深
ハイヤの地方の練習を行い、地域のイベントな
どの出演、協力を行う。さらに、うしぶか海彩館
などの名所や街並みを各種照明で華やかに演
出し、牛深の新たな観光スポットを創出する。

ウォーキングイベント
を実施
茅の輪を設置
夜間観光スポット３ヶ
所以上

地域住民による演劇やカラオケ、舞踊などの披
露を行う演芸祭を開催する。

来場者数４００名以
上

備考短期

ハイヤ踊りの源流とされる「なったが踊り」を、当
時の雰囲気を再現して実施する「座・ハイヤ」と
して開催し、実際に体験してもらうことで、地域
の魅力を知ってもらう。

参加者数１００人以
上

牛深ハイヤ踊りやハイヤ太鼓を市内外のイベン
ト等で体験や出張披露することで、交流を図る。
また、他地域からの視察研修を受け入れ、地域
経済の活性化を図る。

年１回以上実施

実施
主体

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
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牛深地区振興計画　行動計画
②新たに取り組むべき事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

実施期間
実施
主体

備考短期
分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値
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■第５期久玉地区振興計画

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

第1次産業

第2次産業

第3次産業

総世帯数

高齢単身者

県指定史跡

市指定史跡 久玉権現様　眼鏡橋 

市指定天然記念物 無量寺の無患子　 正光寺の公孫樹　山の神杉（上揚）　中の浦蘇鉄

市指定彫刻 一石二字一字十念供養石佛（無量寺境内）　西国三十三観音像（無量寺境内）

市指定無形民俗

地区のいいところ・自慢できるところ

　久玉地区には久玉城跡（県指定史跡）他多くの文化財、史跡が点在している。市指定無形民俗の内の原虫追い、久玉八幡
宮大祭を町の伝統行事として位置づけ、町民の心のよりどころとして継承されている。
久玉地区振興会事業として開催している夏祭りや芸能文化祭は好評で多くの人で賑わい、グラウンドゴルフが出来る広場を
有していることから、年６回大会を開催し高齢者の健康づくりに貢献している。

地区が抱える課題・困っていること

　少子高齢化に歯止めがかからず令和４年４月での65歳以上の高齢化比率は４８．２０％となった。

加えて７５歳以上の一人世帯も増え続けているため、そのひとたちを守る体制づくりが急務である。

又、農業者も高齢化し後継者がいないと廃業となり、荒廃地も年々増え続ける状況にある。

その他地域資源 河童の民話　やすらぎの湯・やすらぎ荘　内の原旧石器縄文時代遺跡

地域伝統芸能 内の原虫追い　久玉八幡宮大祭

地域づくり団体 区長会　老人会　消防団　

行政区数（区） 11

学校 ・熊本県立牛深高等学校　・天草市立牛深東中学校　・天草市立牛深東小学校

久玉城跡

内の原虫追い　

就業人口（人）

114

287

785

世帯数（世帯）
1,190

283

人口（人）

2,650

226

1,155

1,269

高齢化率（％） 47.9

地区振興会名 久玉地区振興会

地区の概要(R２年国勢調査参考)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
面積（㎢） 21.1

権現山展望台からみた久玉地区
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■第５期久玉地区振興計画 地区振興会名 久玉地区振興会

【 G 】
都市基盤整備

【 H 】
総務・企画

【 F 】
生活環境

・
防犯防災

地域の生活環境維持のため、各区単位で道路 現在行っている事業活動を継続する。

及び河川の清掃作業。 ○区単位での防災訓練実施の推進

花壇の植栽、また海岸清掃を実施している。 ○環境美化活動の取り組み

【 E 】
保健・医療

・福祉

７５歳以上を対象とした敬老会を毎年９月に 高齢者の健康の維持につながる行事の開催

開催し、長寿をお祝いする式典とアトラクション ○敬老会の開催　○グラウンドゴルフ大会の開催

を実施している。グラウンドゴルフ大会も年６回 ○各区単位での高齢者見守り隊の推進

開催し高齢者の健康維持に貢献している。

【 D 】
教育

牛深東小・中学校の児童、生徒に本の素晴らしさ 子供たちに人に対するやさしさといたわりの心を育んで

を知ってもらうために読み聞かせを行っている。 もらうためにも継続する。　　 

牛深東小生徒と地域のお年寄りとの昔遊びの

交流。

牛深東小１・2年との野菜作り体験を行っている。

【 C 】
地域
振興

各種イベントの参加者は年々増加傾向にある。 住民に喜んでもらえる活動を活性化し、地区の交流を

定着してきた感はあるが、若い世代の参加者が 図る○ハイヤ踊りへの参加 ○ふれあい広場での夏祭り

少ないようだ。夏祭りでは子供たちが喜ぶ企画 ○鬼火の実施 ○地域情報（久振だより）の発信）

をして保護者を巻き込む事ができている。 ○振興会部会員の推進　

【 B 】
観光

・
文化

久玉地区には多くの史跡・天然記念物・内の原 住民一人ひとりが心豊かで充実した人生をおくれる

虫追い・久玉八幡宮大祭等がある。 ようなイベントの推進を図る。

内の原にはやすらぎ荘・温泉があり娯楽も ○自主学級の推進　○発表の場の提供（芸能文化祭）

楽しめる。 ○久玉歴史ウオークラリー　

◇分野別に考えられる地区の現状や課題、特徴及び今後の方向性等と、課題の解決や特徴を伸ばすための基本方針

分野別 現状・課題・特徴・方向性等 基本方針

【 A 】
産業
経済

◇◆◇ まちづくりの目標 ◇◆◇

テ
ー
マ

「地域を挙げて」が実感できるまちづくり

考
え
方

ふるさとの豊かで美しい自然や歴史を守り、安心して暮らせる町づくりを目指します。

地域性を重視した振興会事業の企画と実践により久玉区民の融和を図り、お互いを尊重し助け合いので

きる町づくりを目指します。
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久玉地区振興計画　行動計画
①引き続き実施する事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

Ｂ 芸能文化祭 振興会

Ｄ 世代間交流 振興会

Ｂ
カラオケ等の
発表会

振興会

Ｃ ハイヤ祭り参加 振興会

Ｃ 鬼火 振興会

Ｃ ふるさと夏祭り 振興会

Ｃ 久振だより発行 振興会

Ｄ
読み聞かせ・高齢者
との交流

振興会

Ｅ
グラウンドゴルフ
大会

振興会

E 友愛訪問 振興会

Ｅ 敬老会 振興会

Ｆ 美しい町づくり 振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

国道沿いの清掃や花壇づくり、海の清掃等を行
い、環境美化に取り組む。

年１～2回ほど実施、
花壇の手入れは必
要に応じて実施

高齢者の健康増進と生きがいづくりになくては
ならないものであり、グラウンドにある花壇を区
画し、チームごとに植栽、管理をすることで仲間
意識の強化を図る。

年6回開催　大会ごと
の参加者目標80名

天草市社会福祉協議会の委託を受け75歳以上
で一人暮らしの高齢者の安否確認を兼ね、振
興会女性部が手作り弁当をお届けする。

年1回実施

長寿を祝って式典を開催、アトラクションとして
牛深東中のハイヤ踊り、牛深東小の寸劇、カラ
オケ、舞踊等で楽しんでもらうほか記念品を贈
呈する。

75歳以上の高齢者
対象に開催

夏祭りは子供たちが喜ぶようなプログラムを多く
することで保護者も参加するようになった。8月
14日に開催することで地元と里帰りのひとたち
の交流の場となっている。

来場者目標300名

地域の情報の発信として毎月発行している。振
興会の活動だけでなく久玉地区内であった出来
事を全区民に知ってもらい交流を深めたい。

毎月久玉地区全世
帯に回覧する

子供たちに本を身近に感じてもらい、本の持つ
重要性とすばらしさを知ってもらう。また高齢者
との交流も図っていく。

牛深東小・牛深東中
の全生徒に実施

カラオケ・舞踊・フラダンスの発表会を開催する
ことで、地域の方々との交流や仲間づくりの機
会となっている。介護施設からの要請によりコン
サート慰問等おこなう。

入場者目標70名

牛深地域の最大のイベントのハイヤ踊りには東
小生徒と連携して積極的に参加する。

参加者目標50名

毎年１月7日に鬼火をおこなっている。施設入所
者を招き、ぜんざい等のおもてなしをする。無病
息災を願い餅をあぶりに来る人も年々増えてい
る。

来場者目標100名

備考短期

日頃の趣味や特技を発表し合い、それぞれの
良さに気づきあい、地域の人と交流し親睦を深
めるとともに、地域文化の継承、発展につなげ
る。

入場者目標150名

地域の高齢者と牛深東小六年生がグラウンドゴ
ルフで交流を図り、子供たちのお年寄りを敬う
心を育て、また高齢者にも楽しんでもらう。

年1回開催

実施
主体

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
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久玉地区振興計画　行動計画
②新たに取り組むべき事業

長期

R5 R6 R7 ４年以上

Ｆ 美しい町づくり 振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

実施期間
実施
主体

備考短期

権現山登山道清掃作業 年1回実施

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値
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■第５期深海地区振興計画

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

第1次産業

第2次産業

第3次産業

総世帯数

高齢単身者

・少子高齢化が進み、人口の減少に歯止めがかからない。
・就業先がなく、学校卒業と同時に県外などへ転出し人口の流出が止まらない。
・農漁業の後継者が少なく高齢化しており、耕作放棄地が目立ち、遊漁船も減少している。
・地区内に医療機関がなく、バスの便が少ないため通院に困っている。
・商店が少ないため、食品や日用品の買い物は牛深・本渡方面まで出向いている。
・学校がなくなったため、地域に子どもの声がなくなり寂しくなった。

文化財・史跡
　国指定名勝・六郎次山  椎の木崎古墳　星の浦古墳
　下馬刀島　楠　下平もんつき唄

その他地域資源 　大相撲・大関栃光　生誕の地

地域伝統芸能 　

地域づくり団体 　区長会　老人クラブ　消防団　子ども会

地区のいいところ・自慢できるところ

・国立公園の指定区域内である六郎次山頂から眺める景観が素晴らしい。
・鯛の一本釣り漁場として有名。
・「ばんかん」など柑橘類の生産が盛んで、品質も高い評価を得ている。
・地区の共助・互助意識が高く、独居老人も多いが安心して暮らせる。
・防犯意識が高く、交通事故等も少なく安全な暮らしができる。
・町民体育祭などのイベントや、清掃活動などの参加率が高い。

地区が抱える課題・困っていること

学校

455

607

高齢化率（％） 54.0

就業人口（人）

183

82

250

世帯数（世帯）
487

113

行政区数（区） 5

地区振興会名 深海地区振興会

地区の概要(R2国勢調査参考)

面積（㎢） 16.79

人口（人）

1,125

63
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■第５期深海地区振興計画 地区振興会名 深海地区振興会

【 F 】
生活環境

・
防犯防災

・国立公園（六郎次山）の整備が必要。
・旧小学校敷地等の除草を年1回実施。
・未利用地の除草が必要だが、手が回らない。
・花いっぱい運動は定着しつつある。
・防災訓練を年1回実施。

○安全安心で美しいまちづくり
・行政や各種団体と協力し、六郎次山の景観やトイレ
の改善を図る。
・清潔で美しいまちづくりのために清掃活動と花いっ
ぱい運動を実施する。
・除草については、他団体から大型機器を借りるなど
して効率的に実施する。
・円滑に避難が出来るように準備や訓練を実施する。

【Ｄ】
教育

・学習の機会が少なく参加者も少ない。 ○知識を深め心豊かなまちづくり
・地域の歴史を学ぶ機会を増やし、後世に伝える。
・生涯学習の機会を増やし知識を深める。

【 E 】
保健・医療

・福祉

・グランドゴルフ大会を年3回実施。
・健康増進と、ふるさと再発見のために六郎次山
ウォーキング大会を年1回実施。
・高齢者の長寿を祝うため「敬老会」を実施。

○楽しく元気なまちづくり
・ウォーキング大会など各大会の運営を工夫し、イベ
ントの参加者を増やす。
・敬老会は３会場で実施し、参加しやすい内容に努め
る。

【 B 】
観光

・
文化

・名勝や史跡など点在しているものの、活かしき
れていない。
・近年、町内各所に植樹された河津桜が、市内
外の花見客らから注目を集めている。
・子ども会中心で実施してきた行事が、子どもの
減少で困難になった。

○大切な資源を活かしたまちづくり
・名所等を様々な手段により輝かせ、町民が誇りに思
う憩いの場を創出するとともに、市内外からの誘客を
図る。
・子ども会を中心とした各団体の活動をサポートする
ことで、伝統行事等の継続を図る。

【 C 】
地域
振興

・地域みんなが楽しめるイベントを行っている。
（町民体育祭、自主グループによる活動等）

○多くの町民が参加するまちづくり
・町民体育祭の他、多くの町民が参加できる事業を
実施する。
・新規サークル結成を促し、参加者を増やす。

◇分野別に考えられる地区の現状や課題、特徴及び今後の方向性等と、課題の解決や特徴を伸ばすための基本方針

分野別 現状・課題・特徴・方向性等 基本方針

【 A 】
産業
経済

・農業、漁業、遊漁船業、旅館業などの本町基幹
産業の衰退と高齢化。
・遊漁船業や旅館業などが連携し、「鯛釣ろかい
選手権」を実施している。
・「浅海ばんかん祭り」は、経済的にも効果が出
ている。サポートを利用した他の事業についても
集客数が増加している。

○地域産物を活用したまちづくり
・地域経済の活性化に寄与する「鯛釣ろかい選手権」
の実施期間を延長し、参加者の増加を図る。
・地域の産物を把握すると共に、各団体が実施する
事業をサポートする。

◇◆◇ まちづくりの目標 ◇◆◇

テ
ー

マ
恵まれた自然と共生し、快適に暮らせるまちづくり

考
え
方

豊かな自然の恵みを享受し、地域資源の維持と利活用を図ると共に、地域活動に気軽に参加出来る、豊かな地
域コミュニティが息づくまちづくりに取り組みます。
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深海地区振興計画　行動計画
①引き続き実施する事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

Ａ 鯛釣ろかい選手権 振興会

Ａ
深海まちづくりサ
ポート事業

振興会

Ｂ 地域伝統継承 子ども会

Ｃ 夏祭り 振興会

Ｃ 各種の自主教室 振興会

Ｃ 町民体育祭 振興会

Ｄ
豊かな心を育む事
業

（協働）
振興会

＋
行政

Ｅ
グラウンド
ゴルフ大会

振興会

Ｅ 敬老会 振興会

Ｅ
六郎次山ウォーキ
ング大会

振興会

Ｆ 国立公園清掃事業
振興会
漁協

Ｆ 環境美化運動 振興会

Ｆ 地域自主防災訓練

（協働）
行政
＋

振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

高齢者の長寿を祝い、交流の場を提供
する。より多くの方が参加しやすいよう、
内容を工夫するとともに3会場で実施す
る。

対象者の７割の参
加

鶴の北帰行にあわせて実施し町外から
の参加者を増やす。
ルートとイベントの工夫を行う。

参加者１００人

国立公園の除草、樹木の処理により眺
望を確保する。海の日に合わせ旧小学
校や未利用地等の除草を行う。

年２回の実施

花いっぱい運動を展開する。
旧小学校や未利用地等の清掃を行う。

年３回の実施

行政が行う地震津波を想定した防災訓
練に合わせて実施する。消防団と協力
し、ＡＥＤの使用方法や避難経路の確認
を行い、防災意識の向上を図る。

住民３割の参加

年１回実施する。
子どもから高齢者まで気楽に参加でき、
楽しめる内容にする。

参加者８００人

市民学級への参加を促す。
新規の学習サークルを結成する。

参加者100人

年3回実施。うち2回は他団体と共催す
る。子どもと高齢者の交流を図る。

年３回の開催

どんどや・十五夜を実施する。
子ども会を中心に、他の団体等と共催す
るなど工夫し伝統を継承する。

参加者２００人

盆踊りやゲーム、花火大会等を実施す
る。盆の時期に開催することで帰省客に
も楽しんでもらう。

来場者８００人

生け花、ミニバレー、カラオケなどの自主
グループによる活動の周知を図り、参加
者の増加と新規グループの結成を促進
する。

参加者２割の増加

備考短期

毎年、秋に開催。遊漁船の船頭や旅館と
協力し、地域経済の活性化を推進。開催
日数を増やすなど参加者の増加も図る。

参加者１５０人

産業及び経済活動につながる自主グ
ループが実施する各種事業をサポートす
る。

年間４回のサポー
ト

実施主
体

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
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深海地区振興計画　行動計画
②新たに取り組むべき事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

B
名所等ライトアッ
プ事業

振興会

B
深海町ゲートウェ
イ事業

さくら会

Ｄ
タイムカプセル
オープン事業

振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

創立100周年記念（S49年度)として深海小学
校校庭に埋設したタイムカプセルを50年後
（R6年度）に開封し、現代の子供たちも交え、
世代を超えた学習の機会とする。

参加者５０人

深海町の西側玄関（国道266号線に接す
る県道288号線周辺）に門松や七夕飾り
を設置し、観光客や帰省客を温かく迎え
る。

年２回の実施

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
実施主

体
備考短期

夜、町内の名所等を照明で輝かせ、昼間
とは違った新たな誘客スポットとする。

年１回の実施
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■第5期魚貫地区振興計画

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

第1次産業

第2次産業

第3次産業

総世帯数

高齢単身者

地域づくり団体
区長会、老人会（3地区）、天草市食生活改善推進協議会牛深分会、魚貫地区健康づくり
教室、池田イキイキクラブ、魚貫夏祭り実行委員会、魚貫花火大会実行委員会

地区のいいところ・自慢できるところ

自然が豊かである（美しい夕陽や満点の星空など）／冬も温暖で住みやすい／伝統行事や伝統文化を大切にしている／史
跡や文化財が多い／人柄が良く人情味がある／元気な高齢者が多い／住民同士のふれあいを大切にしている（あいさつ
など）／

地区が抱える課題・困っていること

少子高齢化、過疎化が急速に進行している／空家や空地が増加し倒壊の危険性や雑草、害虫が問題化している／災害時
対策に不安がある（避難経路など）／協調性や連帯感が不足している／買い物が不便／ゴミ問題（地区外からの釣り客の
マナーや海岸漂着ごみ、不法投棄）／荒天時に波が県道の堤防を越えて交通の妨げになっている／振興会役員の世代交
代が進んでいない／高齢者の地域イベント（老人会、区の集まり、振興会イベント等）への参加が少ない／地域に対する若
い世代の関心が薄い／

文化財・史跡

竜王宮、日輪碑（切石様）、三日月瀬、魚貫崎榕、大蛇池・遠見岳見張り番所跡、忠魂
碑、じゃらの神様（作場神）、ユビの神様、炭鉱遺跡、山の神様、池田の若宮様、魚貫権
現社、魚貫住吉神社、福津十五社宮、えびす様、唐干田の生田神社、新山炭田跡神社、
里浦の役神社（弥玖神社）

その他地域資源
魚貫・黒石の夕陽（日本の夕陽百選）、魚貫海岸、黒石海岸、魚貫崎海水浴場、権現山、
遠見岳、シャリンバイの丘、まんびき漁、池の祭り、十五社宮の祭り（綱引きなど）

地域伝統芸能 魚貫住吉神社例祭（塩振り踊り等）、魚貫草刈り唄、魚貫崎の子守唄

学校

313人

360人

高齢化率（％） 49.7%

就業人口（人）

56人

54人

199人

世帯数（世帯）
373世帯

117世帯

行政区数（区） 5区

地区振興会名 魚貫地区振興会

地区の概要(R2国勢調査参考)

地区の写真
（説明）

面積（㎢） 16.3㎢

人口（人）

725人

51人

（おにきん夕陽が丘からの風景）
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■第5期魚貫地区振興計画 地区振興会名 魚貫地区振興会

【 G 】
都市基盤整備

・荒天時に波が県道の堤防を越えるため、交通
の妨げになっている箇所がある。
・災害時対策に不安がある。

〇暮らしやすい機能的なまちづくり
・危険個所を確認し、要望を行う。
・避難道や避難場所整備の要望を行う。

【 E 】
保健・医療

・福祉

・高齢者の長寿を祝うため、敬老会を実施してい
る。
・75歳以上の独居者へ年1回ちらし寿司を作り配
布している。
・子どもと高齢者の交流のため、地域ふれあい教
室、小中学生グラウンドゴルフ大会を実施してい
る。

○健康で安心して暮らせるまちづくり
・高齢者の見守り活動を実施する。
・子どもと高齢者の交流事業を実施する。
・高齢者同士のふれいあいの場を提供する交流事業
を実施する。

【 F 】
生活環境

・
防犯防災

・環境美化活動（雑草・海岸・花いっぱい運動な
ど）を推進している。
・防犯パトロール、交通安全啓発などを実施して
いる。
・自主防災組織訓練を実施している。

○美しい景観と安全で快適なまちづくり
・美しい景観を後世に残すため、環境美化事業を実
施する。
・安全な町を目指し、防犯パトロールや交通安全啓発
活動などを実施する。
・災害時に円滑に避難できるように準備や訓練を行
う。

【 C 】
地域
振興

・子どもから高齢者まで地域みんなが楽しめるイ
ベントを開催している。（牛深ハイヤ祭り、健康づ
くりミニバレーボール大会、おにきんピック）

○みんなで参加するまちづくり
・多くの町民が参加できる事業を実施する。
・各団体と協力しながら実施する。

【 D 】
教育

・旧魚貫小学校で子供の居場所づくり「ごんげん
タイム」や住民の生きがいつくり「手芸教室」を実
施している。
・公民館講座「市民学級」への協力。

○地域で学べるまちづくり
・地域と学校と協力しながら、実施する。
・老人会と連携して高齢者対象の市民学級を開催し、
高齢者同士の交流の場とする。

分野別 現状・課題・特徴・方向性等 基本方針

【 B 】
観光

・
文化

・地区内の史跡や文化財を巡るウォーキングを開
催している。
・地域イベントへの協力やどんどやを開催してい
る。

○地域資源を学び伝承していくまちづくり
・地域の自然や史跡、名所のPR看板を活用する。
・地域の伝統文化継承への取り組みを行う。
・地域資源の情報を積極的に発信する。

◇分野別に考えられる地区の現状や課題、特徴及び今後の方向性等と、課題の解決や特徴を伸ばすための基本方針

◇◆◇ まちづくりの目標 ◇◆◇

テ
ー
マ

「魚貫に住んでよかった」と思えるまちづくり

考
え
方

美しい自然環境や景観、地域イベントや伝統などの地域資源を未来に受け継ぎ、誰もが安全で安心できる暮らしの
中で、「魚貫に住んでよかった」と思えるまちづくりの実現を目指す。また、年齢に関係なく住民の交流を図れるよう、
気軽に地域のイベントに参加できる環境づくりを行いたい。
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魚貫地区振興計画　行動計画
①引き続き実施する事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

C 牛深ハイヤ祭り 振興会

B
地域めぐりウォーキ
ング

振興会

C
健康づくりミニバレー
ボール大会

振興会

F 自主防災組織訓練

協働
（区
＋振
興会）

E
長寿を敬う敬老祝賀
会

振興会

C おにきんピック 振興会

E 地域ふれあい教室 振興会

B どんどや 振興会

E まごころ弁当宅配便 振興会

F 環境美化事業

協働
（行政
＋振
興会）

F 見守り・防犯活動 振興会

B 伝統文化継承事業 振興会

B 広報活動 振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

地域の伝統文化継承に向けての取組み（ハイ
ヤ、草刈り唄など）

振興会で行った事業の報告を兼ねた新聞の発
行・回覧。
ホームページの更新。

新聞発行 年12回
ホームページ閲覧件
数50,000件/年以上

天草市社会福祉協議会牛深支所との共催で、
満７５歳以上の高齢者単身世帯を対象に、手作
りのチラシ寿司を宅配し、会員から声掛けを行
う。

対象者80名

一斉清掃（海岸清掃、除草清掃など）や花の植
栽を行い美しい景観を保つ。また、ごみポイ捨て
禁止やマナーアップにつながるような看板設置
も検討する。

参加者延べ400名以
上

見守り、防犯パトロール、交通安全啓発、交通安
全街頭指導の実施。ハイヤっ子ハウスシールの
作成に協力する。

年1回以上実施

魚貫地域の住民が集まり、体力の向上と親睦を
深めるため、運動会及びレクレーションを開催す
る。

参加者150名以上

子ども、保護者、地域が一緒に参加できるス
ポーツや工作、昔遊びなどを体験した後、郷土
料理の食事会を開催して、地域住民同士及び子
どもとのふれあいの場を提供する。

参加者50名以上

新年を迎えるにあたり、門松・しめ縄・飾り餅など
を持ち寄り、それらを火で焼くことで、無病息災を
願う伝統行事「どんどや」を体験する。

参加者120名以上

地域住民の健康維持と体力づくりを目的に、地
区対抗ミニバレーボール大会を行う。

参加者100名以上

予防消防と防災意識高揚のため、町内5会場で
消防署や地元消防団の協力を得て、地域をあげ
て消火・避難訓練、炊き出し訓練、避難経路の
確認等を行う。

参加者230名以上

満７５歳以上の高齢者を対象に長寿を祝う式典
を開催する。式典参加者が楽しめるよう地域の
子どもや大人がアトラクションを行い年代を超え
た交流を行う。

式典参加者100名以
上

備考短期

牛深ハイヤ祭り総踊りに地域をあげて参加す
る。郷土芸能に慣れ親しみ将来に伝承していくこ
とと、市主催行事の牛深ハイヤ祭りに参加する
ことで地域の活性化に貢献することができる。

参加者30名以上

ガイドを招聘し、地域内の自然や史跡、文化財
を歩きながら学ぶ。

参加者20名以上

実施
主体

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
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魚貫地区振興計画　行動計画
②新たに取り組むべき事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

C 地域交流事業 振興会

D 旧魚貫小活用事業 振興会

D
高齢者対象市民
学級

協働
（行政
＋振
興会）

G
公共施設整備要
望事業

行政

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

子供の居場所づくり「ごんげんタイム」や住民の
生きがいづくり「手芸教室」の開催。

月1回以上開催

高齢者同士の学びとふれあいの機会とするた
め、地区内老人会（3団体）で市民学級を開催す
る。

老人会（3団体）

県道35号線の堤防を波が越えてきて通行時危
険であるため改良の要望を行う。（牛深クリーン
センター～魚貫恵比須様までの区間）
避難道や避難場所整備の要望を行う。

区長会と連携し実施

実施期間
実施
主体

備考短期

交流をとおして地域活性化や親睦を深める。牛
深小、中学生とグラウンドゴルフ交流を行う。

年2回開催

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値
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■第５期二浦地区振興計画

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

第1次産業

第2次産業

第3次産業

総世帯数

高齢単身者

地域づくり団体 二浦地区振興会・老人会

地区のいいところ・自慢できるところ

◎四面を緑の山々に囲まれ、桃源郷の豊富な水資源を生活用水、農業用水として利用、また渇水期には他地区に給水するなど多目
的に活用している。
◎本地区は山有り、川有り、海有り、田んぼ有りの自然立地に恵まれたところです。春には山桜が咲き誇り、５－６月の川にはホタルが
舞います。海では釣り、カニの刺し網漁、水田では田植え、稲穂の実り（黄金色）収穫と、四季折々の風情を楽しませてくれます。
◎横田良一（本名中道実穂）天草市二浦町出身、（昭和８年[天草小唄」をレコードに吹き込み天草を広く世に紹介、また歌手としてもデ
ビューし約１００曲の歌謡曲をレコードに吹き込む。惜しまれながら２６歳の若さで他界した悲運の歌手。
◎住人の人情が深い
◎火災など少なく、事件もなく治安が良い

地区が抱える課題・困っていること

・高齢者の一人暮らしの世帯が増える中、災害時等の避難体制の認識が薄く危惧される。
・住民の憩いの場や集いの場が少ない。
・若者の減少により伝統行事の継承が危ぶまれている。
・保育所、小学校、中学校の統廃合により地域の活気が薄れている。
・地域リーダーの高齢化
・耕作放棄地が増えている。

文化財・史跡

・干拓記念碑（建造物）　　　　　　　・石神様（史跡）
・姫の河内の木斛（天然記念物）　・小見山七十五郎先生頌徳碑
・小楠先生頌徳碑　　　　　　　　　　・横田良一歌碑
・真珠大菩薩塔（天草真珠発祥の海）

その他地域資源
・真珠養殖
・マンゴー栽培
・減農・減化学肥料による水稲栽培（エコ米）

地域伝統芸能
横田良一祭（天草に伝わる古い唄や踊りを継承し伝統文化の掘り起こしや若者が好む
新しい趣向も取り入れた手作りの文化活動が毎年開催）

学校

206人

379人

高齢化率（％） 62.6%

就業人口（人）

28人

24人

141人

世帯数（世帯）
221人

54人

行政区数（区） 3区

地区振興会名 二浦地区振興会

地区の概要(R2国勢調査参考)

面積（㎢） 21.3k㎡

人口（人）

605人

20人
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■第５期二浦地区振興計画 地区振興会名 二浦地区振興会

【 F 】
生活環境

・
防犯防災

・高齢者世帯が増える中、災害時等の避難体制の認
識が薄い。

少子高齢化社会が進む中、現役の若者と高齢世代がとも
に意欲と知恵を出し合いながらお互いが支え合い、助け合
いのもとに、地域の方が安心して生活できる環境を整え
る。
●自主防災訓練（自主防災組織の育成）
●環境美化活動の取り組み
●子ども見守り事業（ハイヤっこハウス）

【 D 】
教育

・地域リーダーが高齢化していることから、次世代の育
成が急がれる。
・各種講座の周知が老人会などの一部だけにしか行
われていない。

公民館活動、自主学級等を通じ、住民の教養の向上、地
域リーダーの育成を推進する。
●生涯学習の推進（自主学級・公民館活動）
●住民全体への周知の徹底

【 E 】
保健・医療

・福祉
・高齢者世帯が増加している。

地域住民が集える場づくりや高齢で引きこもりがちな一人
暮らしのお年寄りの方々の話し合う機会等を提供し、いつ
までも健康で毎日を安心して暮らせる環境づくりを推進す
る。
●グランドゴルフ大会　●敬老会　●いきいきウォーキング
●スポレク祭●地域での見守り、声かけ運動の推進

【 B 】
観光

・
文化

・恵まれた自然を、観光素材としてどう生かしていくか
が課題。
・地域に残る史跡、文化財の活用ができるよう整備が
必要である。
・地区に伝わる伝統芸能を継承する後継者の育成が
必要である。

地域の恵まれた自然環境をいつまでも後世に継承すると
共に、観光素材として活用するため、伝統文化の継承、環
境整備等の取り組みを推進し、牛深まちづくり協議会を始
め他団体と協力しながら各種事業を実施する。
●地域の伝統文化の継承と活用（横田良一、虫追い祭り、
秋祭り、石神祭等）

【 C 】
地域
振興

・地域リーダーが高齢化している。
・若者の行事等への参加が少ない。
・少子高齢化が進み、イベントへの参加が少なくなって
きている。
・子どもたちと地域住民との交流の場づくりが必要で
ある。

少子高齢化社会が進む中、現役の若者と高齢世代がとも
に意欲と知恵を出し合いながらお互いが支え合い、助け合
いのもとに活力ある地域づくりを推進する。
●地域住民の絆を深める
●各種イベントの開催（どんど焼き）

分野別 現状・課題・特徴・方向性等 基本方針

【 A 】
産業
経済

・第１次産業従事者が減少し、後継者が不足してい
る。
・耕作放棄地が増加している。
・今ある耕作地の維持と耕作放棄地の活用が必要で
ある。

今ある耕作地と耕作放棄地を活用した地域独自の特産品
づくりに取り組みむと共に、郷土料理の普及に努める。
●麦づくり・米づくり
●四季折々の名物づくり
●郷土料理づくり　●干し大根
●亀浦・早浦湾の瀬牡蠣の活用

◇分野別に考えられる地区の現状や課題、特徴及び今後の方向性等と、課題の解決や特徴を伸ばすための基本方針

◇◆◇ まちづくりの目標 ◇◆◇

テ
ー
マ

『一人一人が支え助け合い、自然とふれあう活力あるまちづくり』

考
え
方

人口減少、少子高齢化などの問題を含めた地域の課題を解消するとともに地域の個性を創出していくた
めに、地域住民が相互にコミュニケーションを図り、子どもからお年寄りまで安心して住み続けられる心
豊かなまちづくりを目指す。
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二浦地区振興計画　行動計画
①引き続き実施する事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

Ａ 郷土料理作り 振興会

Ｃ どんど焼き 振興会

Ｅ 二浦町敬老会
行政区

+
振興会

Ｅ いきいきウォ-キング 振興会

Ｅ
グラウンドゴルフ大
会

振興会

Ｅ 二浦町スポレク祭 振興会

Ｆ 子ども見守り事業 振興会

Ｆ
天草市一斉避難訓
練

行政区

+
振興会

Ｆ 道路等清掃事業 振興会

Ｆ 緑化整備事業 振興会

Ｆ 一斉清掃作業 振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

市道等の草刈り作業実施 年１回以上の実施

環境美化と花の魅力を知ってもらう目的で道路
沿線に地域住民の協力によって花の植え付け
を実施

年１回以上の実施

１月に二浦町内、向辺田地区の一斉清掃実施 年１回の実施

地域住民の交流を目的に平成１８年から行われ
ていた校区民運動会を小学校の閉校により名
称をスポレク祭として実施。地区住民はじめ介
護施設からの参加、ニュースポーツを取り入れ
交流

年１回の実施

子どもが危険の場面に遭遇したときにいつでも
避難し、助けを求められるように、児童避難場
所「ハイヤっ子ハウス」シール購入

シールの製作及び配
布を実施

天草市一斉避難訓練に併せた自主防災訓練 年１回の実施

満７５歳以上の高齢者対象 年１回の実施

正しい歩き方を学び、ウォ－キングを楽しみな
がらストレス解消、健康増進さらに、参加者相互
のコミュニケーションを図る

年１回の実施

児童と老人会が参加しふれあいと健康増進を
図るためのグラウンドゴルフ大会を実施

年１回の実施

備考短期

どんど焼きと併せて郷土料理作りを実施 年１回の実施

無病息災を祈願しどんど焼きを実施 年１回の実施

実施
主体

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値

実施期間
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二浦地区振興計画　行動計画
②新たに取り組むべき事業

長期

R5 R6 R7 4年以上

Ｅ 友愛弁当作り
社協

+
振興会

※実施主体は「主体的に事業を実施する団体（振興会、区、PTA等）」、「協働」、「行政」を記載。

※「協働」とは「地域と行政との協働」、「行政」は「市」を指す。

実施期間
実施
主体

備考短期

単身世帯の高齢者へ手作り弁当を配布 年１回の実施

分野
別

事業名 具体的事業内容 目標数値
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